
　令和４年度に見守り活動についての懇談会を
10地区で開催し、福祉委員・民生委員児童委
員・シルバーヘルパー・区長等112名の方にご参
加頂きました。日頃の見守り活動で感じている事
や今後の連携について意見を出し合いました。
　今後も各地域での懇談会を開催していきます。

～懇談会での意見を一部紹介します～
・地域で集まる際に情報共有していきたい。
・役職だけでなく地域住民同士で声をかけ合い、見守り
あう事が大事。
・せっかく合同で集まれたので何か活動が出来れば良い
と思う。
・地域行事の際に顔を合わせ同時に安否確認も行ってい
る為、今後も継続していきたい。
・地域だけでは解決出来ない問題もあり、町全体での取
り組みも必要。

住み慣れた地域でより安心して
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法人会計支出
（円）

人件費支出 189,725,914 
事業費支出 23,137,580 
事務費支出 16,751,186 
共同募金配分事業費 1,800,000 
助成金支出 3,544,500 
固定資産所得支出 0 
積立資金支出 1,000,100 
拠点区分間繰入金支出 0 
サービス区分繰入金支出 21,552,400 
その他の活動による支出 0 
予備費支出 300,000 
当期末支払資金残高 （12,750,000）
経常支出計 245,061,680 

法人会計収入
（円）

会費収入 5,800,000 
寄付金収入 3,090,000 
経常経費補助金収入 21,895,400 
受託金収入 48,030,200 
共同募金配分金収入 1,800,000 
事業収入 2,996,800 
介護保険事業収入 113,334,880 
障害福祉サービス事業等収入 4,800,000 
受取利息配当金収入 15,000 
その他の収入 230,000 
積立資産取崩収入 17,914,000 
拠点区分間繰入金収入 0 
サービス区分間繰入金収入 21,552,400 
その他の活動による収入 0 
前期末支払資金残高 3,603,000 
経常収入計 245,061,680 
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５
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山
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町
社
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法
人
会
計
予
算
書

　
３
月
24
日
開
催
の
理
事
会
並
び
に
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
令

和
５
年
度
山
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
及
び
法
人
会
計
予

算
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
度
山
都
町
社
協
は
次
の
こ
と
を
目
標
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

地
区
福
祉
会
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
見
守
も

り
活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
住
民

組
織
で
、
矢
部
地
区
・
清
和
地
区
・
蘇
陽
地
区
で

名
称
は
異
な
り
ま
す
が
、
総
称
し
て
山
都
町
30
地

区
福
祉
会
と
し
て
い
ま
す
。

　
年
３
回
の
合
同
研
修
会
も
今
回
が
最
後
と
い
う

こ
と
で
、
今
年
度
の
振
り
返
り
を
行
い
、
下
名
連

石
地
区
の
西
岡
会
長
か
ら
活
動
発
表
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
振
り
返
り
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
感
染
対

策
に
気
を
配
り
な
が
ら
も
、
徐
々
に
地
区
の
行
事

を
再
開
し
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
、
そ
の
後
に
情
報
共
有
を
行
っ
た
り
し
た

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
は
、
様
々
な
活
動
の
再
開
を
通
し

て
「
コ
ロ
ナ
明
け
」
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
福
祉

会
と
共
に
地
域
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　重
　点
　事
　項

⑴
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

⑵
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業（
移
行
準
備
事
業
）の
実
施

⑶
介
護
保
険
・
総
合
事
業
の
実
施

⑷
法
人
後
見
事
業
の
取
り
組
み
と
遺
贈
事
業
の
研
究

⑸
行
政
及
び
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
及
び
情
報
共
有

⑹
災
害
の
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑺
職
員
の
資
質
向
上

　
地
域
福
祉
活
動
推
進
の
た
め
の
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
、

左
記
の
と
お
り
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
地
域
福
祉
事
業
の
推
進

②
山
都
町
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

③
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業（
移
行
準
備
事
業
）の
運
営

④
地
域
支
え
合
い
活
動
の
推
進

⑤
地
域
福
祉
の
啓
発
と
人
材
育
成
・
発
掘

⑥
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

⑦
災
害
に
備
え
た
防
災
、
福
祉
支
援
体
制
の
強
化

⑧
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
の
財
源
確
保

※

な
お
、
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
第
３
回
山
都
町
30
地
区

福
祉
会
長
合
同
研
修
会
開
催
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課長就任挨拶

退 職者紹介

前年度をもって、山都町社会福祉協議会より11名が退職しました。
長年にわたり、大変お世話になりました。

　
４
月
よ
り
総
務
課
長
を
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
山
村
哲
也
で

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
全

般
が
円
滑
に
進
ん
で
行
く
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総務課長
山村 哲也

　
４
月
よ
り
地
域
福
祉
課
長
を
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
芹
口
芳

三
で
す
。
地
域
の
皆
様
、
関
係
者

の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
福

祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

地域福祉課長
芹口 芳三

●今村　豊美（総務課　課長）
●林　　　浩（ケアセンターやまと　管理者・所長）
●工藤真理子（訪問介護事業所　所長）
●増田　明美（総務課　係長）
●大和　　博（地域福祉課　専任職員）
●荒木　昌子（ケアセンターやまと　介護職）

●藤原　兼子（訪問介護事業所　サービス提供責任者）
●本田眞里子（ケアセンターそよかぜ　介護職）
●興梠　菊美（ケアセンターそよかぜ　介護職）
●戸髙　治津（ケアセンターそよかぜ　調理員）
●渡辺　美幸（ケアセンターやまと　看護職）

（順不同）

地域福祉権利擁護事業
生活支援員研修会開催

　地域福祉権利擁護事業では、日常的な金銭管
理等に不安がある方が、地域で安心して暮らせ
るよう支援を行っており、現在、７名の方が生
活支援員として活動されています。
　今回の研修では、事業の概要と利用状況を確
認し、意見交換を行いました。利用者の中には、
地域から孤立している方も少なくなく、生活支
援員の訪問を心待ちにされている方もおられま
す。寂しそうな様子を見ると、心が痛むことも
あるという声もありました。様々な生活背景を
持つ利用者へこの事業がたくさんの役割を持つ
ことを確認する機会となりました。
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掲　示　板

担
当  

山
崎

法律相談 原則毎月第３木曜日　弁護士による無料相談を実施。
時　　間 午前10時～午後３時まで（祝日及び年末年始は除く）

※ 福祉相談につきましては、平日（祝日は除く）の午前10時から　
午後３時まで社協各事務所で常時開設し、職員が対応いたします。

※ 都合により開催日・開催場所が、変更になる場合がありますので、
防災無線及び社協各事務所で確認のうえ相談においで下さい。

６ 15 木 蘇陽 蘇陽支所
7 20 木 矢部 矢部保健福祉センター千寿苑
8 17 木 清和 支援ハウス清楽苑
9 21 木 蘇陽 蘇陽支所

足のセルフマッサージ
実践指導の様子

社協・役場　福祉課より
生活サポートセンターについての説明

サポーターフォローアップ研修会開催

法律相談日のご案内

編　集　後　記

※この機関紙は、赤い羽根共同募金の配分金および社協会費、寄付金の一部で作成しています。
社会福祉法人 山都町社会福祉協議会 本部（清和事務所）82-3318　矢部事務所 72-3211　蘇陽事務所 83-1751編集・発行

　
連
日
の
雨
空
で
お
日
さ
ま
が
恋
し
く
な
る
６
月
。

読
者
の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
よ
く
見
か

け
ま
す
よ
ね
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
カ
タ
ツ
ム
リ
、
実

は
結
構
タ
フ
な
生
き
物
な
の
で
す
。

　
カ
タ
ツ
ム
リ
に
は
歯
が
生
え
て
お
り
、
壁
に
張
り

付
い
た
際
、
進
み
な
が
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
食
べ
て

い
る
の
だ
と
か
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
食
べ
る
こ
と

で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補
給
し
、
殻
を
頑
丈
な
も
の
に

す
る
の
で
す
。

　
人
も
動
物
も
生
き
て
い
く
う
え
で
は
、
食
事
・
運

動
・
休
養
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
ジ
メ
ジ
メ
と
蒸
し
暑
い
季
節
、
夏
バ
テ
気
味
の
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
食
事
・
運
動
・
休
養
を
意

識
し
て
、
元
気
な
自
分
で
夏
を
迎
え
ま
し
ょ
う
！！

　
カ
タ
ツ
ム
リ
の
タ
フ
さ
に
負
け
な
い

よ
う
に
、
僕
も
ち
ゃ
ん
と
ご
飯
を
食
べ

ま
す
。

　
今
年
度
も
８
月
か
ら
山
都
町
全
世

帯
を
対
象
に
一
般
会
費
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
会
費
は
一
世
帯
千
円
で
す
。
会
費

に
つ
い
て
は
「
住
民
主
体
」
と
い
う

原
則
の
も
と
に
、
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
の
た
め
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
特
別
会
費
の
ご
加
入
も

８
月
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

「
令
和
４
年
度
実
績
」

　
　
　
４
，５
０
６
件

　
　
　
４
，４
９
８
，５
０
０
円

山都町社会福祉協議会一般会費のお願い

　
今
年
度
も
５
月
か
ら
赤
十
字
会
員

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
山
都
町
で
も

区
長
・
組
長
・
世
話
係
の
皆
様
を
通

し
て
運
動
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
会

費
は
１
世
帯
５
０
０
円
で
す
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
会
費
は
被
災
地
支
援

や
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
防
災
教
育

な
ど
の
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
役

立
て
ら
れ
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

「
令
和
４
年
度
実
績
」

　
　
　
２
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６
５
件

　
　
　
２
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２
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ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日本赤十字社会費納入のお願い

サロンマップ・名人マップが完成しました！！
６月～９月の法律相談は下記のとおりになります。
ご確認の上、お越しください。

　介護予防運動サポーター及び地域福祉サポーターの養成講座を受けられた方にお声掛けして、地域のサロン
や福祉施設への訪問時に活用出来るセルフマッサージを学ぶ研修会を福祉課と共同で行いました。
　株式会社コクアより講師をお招きし、参加者全員で輪になって足のマッサージ。普段、気にかけない足裏を
リンパの流れに沿ってもみほぐすことで、血流もよくなり、むくみも改善された様子。参加者はお互いに足を
見比べながら、「これなら続けられそ
う」、「まず、自分が覚えてから地域の
サロンでもやってみようかな」等、感
想を言われていました。
　今回参加された方へ向けて、活動の
場を広げるためにも、生活サポートセ
ンターの協力会員の登録をお願いしま
した。地域や福祉施設、または個別で
のサポーターの活躍を今後も後押しし
ていきます。

　完成したマップには、各地区のサロンの様子や活躍され
ている名人さんが掲載されています。マップはHPからも
ご覧いただけます‼
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